
事業評価票（情報システム関係予算）

25 スポット管理システム（港湾局離島港湾部） 運 用 開 始 平成 19 年度

システム概要
・調布飛行場を離着陸する航空機のスポット（停留場所）利用の管理に関する事務の正確性向上
　と事務作業の省力化を図ることを目的としており、離着陸情報等の登録、使用料の徴収及び各
　種統計資料の作成に係る情報処理を行うシステムである。

課題・問題点

・法令改正等により、関連する届出書の様式変更等が予定されているが、現行の機能では様式の
　変更に対応できない。
・また、システム外から取り込んだデータや手入力したデータに誤りがあった際、各入力の不整
　合を表示する機能がないことに加え、事前のチェック機能（入力内容の事前確認画面等）がな
　いことにより、職員による煩雑な確認作業が必要になっている。

見 積 概 要
（局評価）

・法令改正等に伴う届出書様式の変更に対応できるよう、本システムの対応
　性、柔軟性の向上を図るための改修経費を計上する。
・登録情報の入力の不整合を表示する機能と入力内容の事前確認画面を追加
　し、本システムにより処理する事務の更なる正確性、効率性の向上を図る
　ための改修経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

11       百万円

28年度予算額

-        百万円

情報通信企画部
評　　　価

・法令改正対応に基づくシステム改修経費については、改修内容を踏まえた
  作業工数に基づき積算されており、妥当である。
・機能改善に係る経費については、更なる正確性、効率性の向上を図ること
  が目的であり、業務改善の面から必要性が認められるとともに、機能改善
  の内容を踏まえた作業工数に基づき積算されており、妥当である。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度所要額

11       百万円

年度

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度予算額

11       百万円

26 東京都財務会計システム（会計管理局管理部） 運 用 開 始 平成 18

システム概要
・予算計数情報システム等との連携により、予算の執行管理や納入済通知書の発行を行うととも
　に、複式情報を自動的に蓄積して財務諸表を作成するなど、会計情報を一元的に管理し予算執
　行及び決算調製事務を支援するシステムである。

課題・問題点
・クライアント端末の環境が変更になることに伴い、ＯＳ等のアップデートに係る検証作業が必
　要である。
・業務運用場所移転及びシステム基盤更新準備が必要である。

見 積 概 要
（局評価）

・東京都財務会計システムの安全性・信頼性を引き続き確保するため、クラ
　イアント端末ＯＳ等のアップデート対応のための経費及びシステムの運用
　に係る所要経費を計上する。
・平成29年度において、新たに業務運用場所移転経費及びシステム基盤更新
　準備に係る経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

685      百万円

28年度予算額

505      百万円

情報通信企画部
評　　　価

・運用経費については、端末アップデート対応に係る経費も含め、必要な作
　業工数及び運用実績に基づき積算されており、妥当である。
・業務運用場所移転経費については、移転内容に応じた作業工数に基づき積
　算されており、妥当である。
・システム基盤を更新し、運用を継続する必要性は認められるが、更新準備
　に係る経費については、一部作業の実施時期の見直しを要する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度所要額

651      百万円

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度予算額

651      百万円
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